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例 言

1.本書は、新渇県刈羽郡西山町大字北野字畠田に所在する畠田遺跡の発掘調査報告書である。

2.発掘調査は、県営ほ場整備事業に伴い西山町が柏崎農地事務所と費用負担契約を交わして実施した。

3.調査主体は西山町教育委員会であり、分布調査は新潟県教育庁文化行政課職員の派遣を受けて実施し

た。発掘調査は平成10年 5月19日から同年9月29日までの延べ61日間行い、引き続き平成13年 3月31

日まで報告害作成を行った。調査体制等は調査経緯の項で述べる。

4.調査費用は90％を農政部局が、残りの10％を文化財保護部局が負担した。保護部局負担のうち50％は

国廊補助金、25％は県袈補助金を受け、残りの25％を西山町が負担した。

5.遣物の注記には「HT」の略号を用い、調査年度である98を付した。出土資料及び記録は西山町教育

委員会で保管している。

6.本報告書の作成は中島毅人の指示のもと整理作業員が行い、本文の執筆及び編集は中島が行った。

7.本文 ・図版中の北は真北をさし、磁北は真北より西偏約7度34分である。

8.遺物実測因の縮尺は 1: 3を基本とした。

9.遺構の表記には以下の略号を用いた。

竪穴住居・・SI

10. 

土坑 • • SK 柱穴 ・ピット・・'SP 溝・ ， •SD その他の遺構 ， •SX

士器実測図は断面黒塗りのものが須恵器 ・珠洲焼で、他のものは士師器である。土師器の黒色処理が

施されている部分は梨地で表した。

11.遺構平面因の作成及び諸測蘇、空中写真の撮影は卸イピソクに委託して行った。

12.現場の土色観察及び土器の色調観察には 「新版標準士色帖J（小山 ・竹原 1967)を用いた。

13.発掘調査においては地元北野集落の皆様の多大な御理解 ・御協力をいただきました。また、大坪 ・妙

法寺 ・内方 ・五日市 ・新保 ・坂田集落の皆様からは、調査作業員として御協力を賜りました。

厚くお礼申し上げます。

ここ＇ こ
14.発掘調査から報告書作成に至るまで以下の方々及び機関から御教示 ・協力を頂いた。記して感謝申し

上げます。（敬称略）

宇野隆夫

笹沢正史

尾崎高宏

高橋 勉

春日真実

田辺早苗

川村 尚

望月精司

北野博司 北村 亮 田中 亨

新潟県柏崎農地事務所

新潟県教育委員会文化行政課 刈羽村教育委員会
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第 I章調査に至る経緯

西山町では平成10年度から北野地区において県営ほ場整備事業が実施されることとなり、新

潟県柏崎器地事務所より町教育委員会に埋蔵文化財に関する照会があった。これをうけて町教

育委員会は新潟県教育庁文化行政課と協諮し、工事範囲内に周知の遺跡はないものの工事対象

範囲が広大であり 、地形的に遺跡の存在の可能性が大きいことなどから、文化行政課職員の派

遣を要請、職員の指導を受けて事業計画地内の分布調査を平成10年 3月に実施した。この結果、

畠田 • 宮ノ前 ・ 五十刈地区において古墳時代 ・ 古代の遺物が多祉に採集された。町教育委員会

と柏崎農地事務所で協議した結果、平成10年度の工事予定範囲である畠田地区において速やか

に試掘調査を実施する事となり、平成10年4月に試掘調査を実施した。その結果、古墳時代の

士師器を中心とした遺物が暗褐色シルト層から出土し、青灰色シル ト層で遺構も検出された。

これらの結果から 、 柏崎農地事務所と県教育委員会文化行政課 • 町教育委員会の間で協議を行

い、工事による掘削が遺物包含層に及ぶ揚排水機場及び用排水路予定地の約2,100rn2において遺

跡の記録保存を目的とした発掘調査を工事に先立って実施することとなった。柏崎農地事務所

長は平成10年 5月22日付け柏農地第611号で文化庁長官へ文化財保護法第57条の 3第 1項の規定

による通知を提出した。その後、平成10年 5月15日付けで、柏繭農地事務所と西山町が発掘調

査の黄用負担契約を交わし、西山町教育委員会が主体となって発掘調査を実施した。文化財保

護法第98条の2による通知は平成10年 5月25日付け西教第130号によって、西山町教育長から文

化庁長官へ提出し、発掘調査に培手した。

調査体制及び期間は以下の通りである。

分布調査（平成10年 3月12日～13日）

調査主体西山町教育委員会（教育長三嶋千穎）

総 括伊比弘毅（西山町教育委員会教育課長）

庶 務力間久代( II 主 査）

調査員村木弘（新潟県教育庁文化行政課主任調査員）

島田昌幸（ II 文化財調査員）

試掘調査（平成10年4月21日～23日、 5月14日）

発掘調査（平成10年 5月19日～9月29日）

調査主体 西山町教育委員会（教育長 三嶋千穎）

総 括伊比弘毅（西山町教育委員会教育課長）

庶 務力間久代( II 副参事）

調査担当 中島義人( II 主事）
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第II章遺跡の環境

1.地理的環境

西山町は新渥県の中央よりやや南西の悔岸沿い、柏崎平野の北部に位置する。行政区域は約

56. 63kn1を測る。町の地勢のほとんどは山間地であり、南南西から北北東へ走る曾地丘陵と西山

丘陵、両丘陵の構造線に直行して派生する支尾根と、両丘陵の間を南流して柏崎市内で鯖石川

に合流する別山）1|沿いと支尾根間の谷に形成される平野部に分けられる。

畠田遺跡が立地する北野地区は町の南部地区にあり、曾地丘陵から別山川へ流れ込む妙法寺

川の北岸に位置し、遺跡は妙法寺）l|から150mほど離れている。遺跡のすぐ南東には曾地丘陵か

ら派生する低い支尾根が伸び、他方へは平野が広がる。

2.歴史的環境

西山町は現在刈羽郡に属しているが、律令制期には古志郡、その後 9世紀初頭に分立した三

嶋郡に属した。刈羽郡という呼称は14世紀の文書で私称されたのが初見で、江戸時代に公称さ

れたものとされる。北陸道諸国は古炭時代には越国の一国であったが、天武もしくは持統朝期

(680~690年頃）に越国が三分割された当初は、古志郡は越中国に属した。その後、 8世紀初

頭に頸城 ・魚沼 ・蒲原郡とともに越後の国に繰り入れられたと考えられている。三嶋郡には三

嶋 ・高家 ・多岐の 3郷があったとされ、別山）II流域は多岐郷であったと考えられる。郡内には

延喜式に記載された神社が6社見られるが、 うち二田物部神社 ・御島石部神社 ・石井神社 ・多

岐神社の4社の名が町内に残る。

町内における古墳時代及び古代の遺跡で内容が把握できる遺跡は未だ少ない。高塩B遺跡は

石地海岸近くの砂丘上に立地する遺跡で、古墳時代前期と後期の遺物が出土している。前期の

遺物は布留式古段階に平行し、 S字状口縁甕や鉄兜型鉢などが出土している。また、後期の遺

物では黒色処理を施した碗や、平底長胴の甕、甑などの土師器が出土している。尾野内遺跡は

別山川左岸の曾地旧領裾の平坦部に立地し、竪穴住居が1棟、 9世紀後半から10世紀代と考え

られる須恵器 ・土師器が出土している。井ノ町遺跡は海岸から約1,800m入った仁位殿川沿いの

丘陵裾に立地する。遺跡では古墳時代の土師器も少量出土しているが、その多くは 9世紀前半

の遺物と考えられる。遺物には 「木」もしくはそれに類する墨害を持つ須恵器杯や鉄滓、鞘の

羽口などが見られ、掘立柱建物跡、川跡、 土坑などが検出されている。宮ノ前遺跡は現在整理

中の遣跡であるが、畠田迎跡に隣接する遺跡で、古墳時代後期 ・古代 ・中世の遺物 ・遺構が検

出された。古墳時代の遺物には須恵器蓋杯や聡、土師器などがある。古代の遺構では主軸をそ

ろえた掘建柱建物群が確認され、須恵器 ・土師器碗に混ざり、灰釉陶器が多数出土している。

このほか同時代と見られる未調査の遺物包含地として、坂田遺跡 ・野崎追跡などがある。

2
 



言言亘言 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． . , . . . . 

り

:•:·:·:·:·:·:·:·:·:·:·:·:· :•:•:·:·:·:·:•I•: ・:・:・:・:・:・:・:・:・:・ :·:·:·:·:·:·:•:·:• :•:•:•:•:•:•: •:·:·:•:·:·:·:•:·:·:·:·:·:·:•:·：ャ：·：·:·:·:·:· :·:·:·:·:·:·:·:1•:·：ャ：ャ：•：·:•：ャ：·:•:·:· :・:・ :・:・ :・:・: ・ 
：器：菱：翠：翠：翠：：沿称望：嵌：翠：翠：翠：翠：翠：翠：翠：楽：t翠：翠：岱：翠：羽：岱：羽：浣：T：密•心•••・ 
澤：•：·:：浣：翠：嵌：況：嵌：岱羽：楽：祠：翠：翠：翠：菱：祠：翠：楽：翠：楽：唸楽：羽：翠：羽：図：図：図：図：図：図ふ心••バ••• • 

: ： ： : ： ・:・: ・:・:．蕊：羽：蓑t：岱：忍翁翁翁蕊象翁扇翁：： 
：寮：：恥：：·公ぶ・炭位：ャ：·:•：•:·:·m:·:•:·m:·:•:•:·:•:·：ャ：ャ：·：·:·:·:·:·:·:•:·:·:·:·:·:·：翌：·：·:·:·:·:·:·：ぷ：裟ぶ蒻裟婆裟裟婆裟裟裟裟裔：婆婆
::::::::t:；::：;:::：：：：：・: ：::：:：:：:：:；:: :：: ：：；：；:：：;：；:：::i:：:;:：i:;:;：:：:i:：ii:：i:：i:：：:：：i:：::: :：：:：::：：:：:: ::：:：::：:：:：:：：：:； ：：:：：：:：:：:：:：:：:；:;:：：：:；:：：:：：:：：：:：:：::：：：：:：t:：：:：：::::::i: 
:：::：：:：:：:：:：:：:：:：:：:：:：:：:：:：:：:： ：:：:：：:：：：:：：：:：：：:::：：:：:：:：:：:t:::：：：;:;：:：；：; ：；:；:；:;：：：;:；:;：；：;:；：：：:：;：：::： ；：；:;：；：：：：：：t:：:：:：:：::：：::：：::：：::t:：t:：:::：t:：：；：；:：:;：：i:：:；::：：：t:t: ::： 
合ををととを：：：：：t：ををとを：：を：：とをとををと：：を：：：：とをと：：：：と：：をとを：
:;:;:;:;:;:::;:::;:::;:::::;:::::::;:::::::::::::::::::::;:::::;:::;:::::::: 0 3,000m 

?::::::::::::::::::::::;:::::::;::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 
:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

第 1図 畠田遺跡と周辺の地形 CS = 1 : 50. 000) 3 



4• 第2図 畠田遺跡と周辺の遺跡 (S= 1 : 25,000) 



第Ill章調在の概要

1.調査の方法

発掘調査は遺構面及び包含層に掘削が及ぶ揚水機場予定地と揚排水路予定地を対象に行った。

調査区は協排水機場予定地を I地区、東西に流れる排水路を1I地区、南北に流れる排水路を田

地区とした。グリッドは各地区の形状に合わせて設定し、 I地区は5m方眼のグリッドを設定

し、東西にX軸、南北にY軸を設定した。 II地区は東西に5mごとのグリッド杭を打ち、 X軸

として西から番号を付した。m地区は南北にY軸を設定し北から 5mごとに番号を付した（第

3図）。包含陪出土の遺物はこのグリッドを用いて取り上げた。

2.基本層序

基本層序は上から表土耕作土、灰色粘質シルト、緑灰色粘質シルト、暗灰色粘質シルト、緑

灰色シルト地山である。灰色粘質シルト、緑灰色粘質シルト、暗灰色粘質シルトは炭化物を含

むところが多い。遺物包含層は暗灰色粘質シルト層である。

3. I地区の調査

I地区の遺構

S I 1 

X2~3Y4~5に位腔し、 SD2に切られる。一辺約6mのほぽ正方形を呈し、主軸はN-

35°-Eである。埋士は黒褐色粘質土を基本に水平堆積である。西壁中央近くに浅い掘り込みが

あり 、炭混じりの暗灰色粘筑士から土師器甕の底部 (9)が出土した。

SP 1 

X5Y5に位置する直径30cmの穴である。埋土中から土師器甕の口縁部 (14)が出土した。

SD1 

I地区北部にある幅1~l.5m、深さ15cmの溝である。南端はX3Y5で徐々に浅くなって切

れており、北は1I地区SDlにつながってさらに北へのびる。主軸はN-10°-Eである。底部

には小さな凹凸がある。埋土は黒色粘質シルトである。古墳時代の土師器の小片が出土した。

SD2 

X2・3Y4に位置し、 SI 1を切る。西は調査区壁に切られ、さらに西へ伸びる。幅90cm、

深さ10cmで、埋土は黒褐色粘質土である。古墳時代の土師器が出土した。
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SK 1 

X4Y3に位慨する長径1.2m、短径0.6m、深さ0.2mの浅い士坑である。埋土は黒色粘質土、

黒褐色粘質土、褐灰色シルトである。埋土中から数片の土器が出土した。

SK2 

X4Y5に位置する長径6.3m、短径4.0mの浅い士坑で、埋士は黒褐色粘質土である。埋士

中から古代の土器が大祉に出土した。

SK3 

X4Y4に位置する長径2.2m、短径1.lmの浅い土坑である。埋土はSK2同様の黒褐色粘

質土である。

I地区出士遺物

S11 (1~13) 

土師器

1は碗で口径13cm、内面に緻密な黒色処理が施される。2は壷で口径8.4cm、口縁端部が短く

外反する。内面にヨコナデ痕が顕著に残る。 3は壺の口縁部である。口縁端部を上につまみ上

げ、端部外面に一条の沈線が巡る。器表は丁寧に磨かれる。4~8は甕の口縁部である。4は

内面の頸部以下にコゲが強く付着し、外面は比熱により赤く変色する。5の外面は縦方向のハ

ケメ、 6の外面は縦のヘラナデ、内面は横方向のヘラケズリである。 9~11は甕の底部である。

10は内面にヨコハケ、 11は外面にタテハケを行う。何れも外面は被熱によって劣化している。

石製品

12 ・ 13は砥石である。 13は基部が欠損している。

SP 1 (14) 

14は土師器甕で、口径14cmを測る。頸部で緩く 「く」の字に屈曲し、短い口縁部が付く 。頸

部内面に接合痕が残る。

SD 1 (15 ・ 16) 

甕の口縁部破片である。15は口縁端部を外側に引き出し、丸く納める。16は端部を尖らせ、

内面頸部には屈曲による稜が強く付く 。

SD 2 (17~19) 

17は土師器碗の口縁部破片である。端部を外側に引き出して収める。18は器台の脚部の付け

根である。 19は高杯の口縁部で、口縁端部が緩く外反する。
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S K 1 (20) 

20は土師器甕で頸部は「く」の字に強く屈曲し、端部を外側に引き出す。胎土に0.2~1 mmの

小礫を多く含む。

SK  2 (21~32) 

21は須恵器の杯蓋である。口径14cmを測る。端部を下に折り曲げ、断面三角形を呈する。 22

は有台杯の底部である。高台は外端接地で、やや太くしっかりしたものである。底部の切り離

しは回転糸切りで、外縁にロクロケズリを行う。胎土は灰白色を呈し、0.5mm大の礫が少量混ざ

る。23• 24は無台杯の口縁部である。23は口径11cmを測り、胎土には2mmの礫を含む。焼成は

不良でやや軟質である。24は口径11cmを測り、内面の底部付近があばた状に剥離する。25は無

台杯の底部で回転ヘラ切り後ナデ調挫を行う。胎土に5mInほどの礫が少量混じり 、色調は灰白

色、焼成はやや軟質である。

26は蕎杯の杯底部である。底部が広く開き、脚部の付け根中央に小さな突起を持つ。 27は鉢

で、端部外面に広く面を取り 、その下にヨコハケを行う。胎土に 2mmの小礫が混じり、焼成は

良好で堅緻である。

28 ・ 29は古墳時代の甕の口縁部破片である。28は口縁部がやや内湾気味に広く開き、端部に

面を取る。29は端部を丸く収める。30• 31は古代の土師器甕である。何れもロクロ成形のもの

で、31は外面にカキメを行う。頸部は「＜」の字に曲がり、口縁端部は面を持つ。胎土に 1mm 

の礫が多品に混じり、焼成は良好である。体部外面に煤が付培する。

32は土錘で、長さ8.2cm、最大幅4.6cm、穴の径は1.6cmを測る。胎土に 1~5mmの礫を多量に

含み焼成は堅緻である。

SK  3 (33) 

出土遺物はやや多かったが図化し得たのは33のみである。33は須恵器無台杯の底部で、底部

は回転ヘラ切り後ナデ調整を行う。

I地区包含層出土の遺物

古墳時代の遺物

須恵器

杯蓋 (34・ 35) 34 ・ 35接合はしないものの同一個体とみられる。口縁端部は内傾して窪みを持

つ面がある。口縁部と天井部の境の稜は下に開き、尖り気味で、外面天井部は下半にカキメを

巡らし、頂部にロクロケズリを行う。内面天井部にもカキメを行う。胎土は緻密で、黒色の小

さな吹き出しがある。焼成は良好で、色調は明るめの灰色である。

蓋杯 (36) 36は口縁部が欠損しているが、口径は12cm前後になる。カエリは太く短く、底部に

ロクロケズリを行う。胎土には直径0.5mm以下の小礫がごく少量混入し、黒色の小さな吹き出し
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が少伍見られる。

土師器

碗 (37~41) 37は底部が狭い平底で半球型の体部を持つ。口縁端部は細く収め、内側に面を持

つ。胎土に礫が多く混じる。38~41は黒色処理を行う。38~40は口縁端部が外側に折り曲がる。

41は安定した平底で、胎土に 1mmの礫がやや多く入る。何れも焼成は良好である。

高杯 (42~51・ 53) 42は黒色処理を行う。44は体部中位に稜を持ち、口縁部は薄くのびる。45

は胎土に礫を多く含む。裾の付け根に指頭圧痕が目立ち、脚部の付け根に突起を持つ。 46は箇

状の脚部で、突起を持つ杯底部を接合していたものと考える。48・ 51は太く中実の脚部に荒い

黒色処理の杯部が付く。50は杯底部の突起を脚部に差し込み、脚部内面に粘土を張り付けて固

定したあとが見られ、脚部内面に粘土積み上げの接合痕が目立つ。 51は太く短い脚部に小さな

裾が付く 。53の外面は縦のヘラミガキを、内面は横にハケメを短く行う。胎土に小雲母、小礫、

海面骨針が入り、焼成は良好で色調は橙である。

器台 (52) 中央の孔は直径 8mmで棒状工具によってあけたものと見られる。裾は大きく開く 。

器表は平滑である。

鉢 (54~56) 54は口径10.5cm、底径3.3cm、器高10.6cmを測る。体部下半に煤が強く付く。55

は口径7.0cmを測る。球胴の体部が内湾したまま口縁部となる。口縁端部外面はナデによる段を

持つ。56は口径13.0cmを測る。口縁部は肥厚し、端部を尖り気味に収める。

手捏ね土器 (57~61) 口縁部のゆがみが大きく、内面に指頭圧痕がよく残る。何れも法祉や細

かな形態、胎土などに統一性はない。58は海面骨針を多く含む。

甕 (62~85) 62は口縁端部外面に数状の沈線を巡らせた面を持つ。体部外面と内面の頸部下に

ハケメ 、体部内面はヘラナデを行う。外面全体に煤が強く付珀するが、内面に炭化物などは見

られない。63の口縁部は短く肥厚し、端部を丸く収める。64は口縁部内面に炭化物が少茄付着

する。65は口縁端部をつまみ上げ、端部外面に一条の沈線が巡る面を持つ。体部外面に縦のヘ

ラケズリ、内面に細かいハケを行う。 66の口縁端部は外側に肥厚し、頸部外面に段を持つ。外

面に煤が付着する。 67は端部を尖り気味に収め、頸部には66同様の段が付く 。68は口縁部の開

きが小さく 、端部を尖り気味に収める。69の体部外面は縦にヘラケズリを行う。 70は体部外面

に横のハケを行った後、左上がりのハケを荒く行う。体部中位に煤が強く付く。72は口縁端部

を上につまみ上げる。73は体部外面に縦のハケを行う。77は口縁端部に面を持ち、体部外面に

ハケを行う 。78は口径14cm、器高25.8cmを測り、底部は丸底である。体部外面に縦のハケを、

内面にヘラナデを行う。口縁端部は丸く収める。外面体部中位に煤が付き、 下半は熱により赤

く変色する。内面に炭化物などは見られない。79~85は底部破片で、何れも平底である。82・ 

83は底部から体部にかけて煤が強く付着し、 79・ 80は体部が焼けて変色する。85は内外面にハ

ケを行う。

，
 



古代以降の遺物

須恵器

蓋 (86) 口径14cmを測る。天井部外面にロクロケズリ後ナデを行う。端部は断面三角形である。

有台杯 (87~91) 87は稜碗である。口径11cmを測る。体部中位の稜が強く張り、口縁部は外反

する。 88は口径13cmを測る。89は口径13cm、高台径8cm、器高3.7cmを測る。底部は回転ヘラ切

り後外縁にヘラ削りを行い、高台は外端接地である。底部内面中央が摩滅する。 90の切り離し

は回転糸切りで、太く短い高台が付く。外底面に墨書痕がある。胎土に礫を少品含む。焼成は

やや軟質で、灰白色を呈する。90の高台は内端接地で、底部切り離しは回転ヘラ切り無調整で

ある。

無台杯 (92~97)92の外面はロクロナデによる段が顕著である。 93は胎土に礫をやや多く含む。

灰白色を呈し、やや軟質である。 94は内湾気味の口縁部である。 95の焼成はやや軟質である。

96は口径13cm、底径10.4cm、器高3.2cmを測る。底部は回転ヘラ切り後ナデを行う。 97の胎土は

粗く礫をやや多く含み、器面には小さな孔が多く見られる。

長頸瓶 (105) 105は長頸瓶の頸部である。頸部中位に 2条の沈線が巡る。胎土に 1mmほどの白

色粒が多く混じる。

壺 (106) 底部に高台がはがれたあとがある。体部外面にロクロケズリ、内面にロクロナデを

行う。内底面は一定方向のナデを全面に行う。胎土は粗く 4mm大の礫を多く含み、焼成は堅緻

である。

甕 (108• 109) 何れも体部破片である。108の外面は擬格子叩きの後カキメを、 109は平行叩き

後カキメを行う。内面当て具痕は同心円である。

土師器

碗 (98~104) 101 ・ 103は口縁端部が外側に開き、端部内面に面を持つ。 100・ 104は回転糸切

り痕が残る。 100は口径12cm、底径5.4cm、器高3.8cmを測る。

甕 (107) 口縁端部をつまみ上げ、端部外面に面を持つ。胎土に 2mmの礫を多く含む。2次焼

成により外面が劣化する。

珠洲焼き

甕 (110) 体部破片である。平行叩きは幅2cmに10条のものである。

4. II地区の調査

II地区の遺構

S I 1 

X24 ・ 25に位置する。確認面からの深さは、最深部で50cmである。埋土は上から炭混じり褐

灰色粘質シルト、暗褐色粘質シルト、灰色粘質シルトである。住居に伴う施設は確認できない。

検出面及び埋土中より多址の遺物が出土した。
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S12 

X33 ・ 40に位慨する。東西最大幅4.4m、確認面からの深さ25cmである。床面は平坦である。

埋土は黒色粘質シルト 、黒褐色粘質シル トである。

SK  1 

X41に位骰する。平面形は東西1.4m、南北0.4m、深さ10cmの隅丸長方形の浅い土坑の中央

やや西よりに直径25cm、深さ15cmの掘り込みを持つ。埋土は黒色粘質シルト ・黒褐色粘質シル

ト・褐灰色粘質シル トに分層され、上層に炭化物が多く含まれる。

SD1 

I地区SD1につながる。幅1.4m、深さ 8cmを測る。埋士は黒褐色粘質シルトである。確認

面上面から136が埋土中から137~140が出士した。

SB  1 

建物、叉は柵と考えられる。柱間は西から1.85m、1.75mとなり、軸は真北から西偏64.5゚で

ある。

II地区出士道物

S I 1 (111~125) 

土師器

111~113は高杯の口縁部破片である。いずれも口縁端部が短く外反する。114~117は高杯の

底部破片である。114・ 115は脚部との接合部に突起がある。116は底部と体部の境に稜を持つ。

118~121は高杯の脚部である。 122は壷の口縁部破片である。口縁部下端に稜を持つ。123~125

は甕の口縁部破片である。いずれも表面が摩滅しており 、調整は不明である。

S I 2 (126 ・ 127) 

126は高杯で杯底部から脚部の破片で、黒色処理を行う。 127は甕の口縁部破片である。ゆる

く 「く」の字状に外反する。体部外面に縦方向のハケメがある。

S K 1 (128~ 133) 

128 ・ 129は壷である。 128は口縁部及び頸部内面にヨコハケを施し、 129は体部外面にヨコハ

ケを行う。130~132は甕の口縁部破片である。 132は口縁端部をつまみ上げる。 133は甕の底部

で、底部中央を小さく窪ませる。
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S P 1 (134) 

134は壷の口縁部破片である。外面の口縁部下端に稜を持ち、内外面に赤彩を行う。

S P 2 (135) 

高杯である。調整は摩滅により不明である。

S D 1 (136~ 140) 

136 ・ 137は碗である。 136は口縁部がゆる＜内湾する。底部外面の中央は小さく窪みその周囲

にハケ状工具痕が残る。 137は口縁端部がゆる＜外反し、内面にヘラミガキ後黒色処理を行う。

138 ・ 139は高杯で、口縁部が外反し、杯部内面は、ヘラ ミガキ後黒色処理を行う。 138は口縁部

外面にヘラミガキ、杯底部外面にヘラケズリ、脚部に縦にヘラミガキを行う。140は甕の頸部か

・ら体部上半で、体部外面に縦のハケメを施した後、その下位にヨコハケを行う。

II地区包含層出土の遺物

古墳時代の遺物

須恵器

杯蓋 (142) 天井部と口縁部の境の稜はにぶく 、口縁端部の面をとる。焼成はやや軟質である。

蓋杯 (143) 立ち上がりの端部にゆる＜面を持つ。

高杯 (141・ 144~ 146) 141は高杯の杯底部である。底部と体部の境に稜を持ち、その下位にカ

キメを、上位に波状文を施す。144は無蓋高杯の口縁部で、 2条の稜の下に波状文と沈線が巡る。

145は杯底部である。脚部には3方の透かしがある。焼成 ・色調から144と同一個体とみられる。

145は脚部で、方形の透かしが残る。

聡 (147) 聡の体部破片である。体部中位には沈線と波状文が巡る。

甕 (148) 甕の頸部破片である。体部外面に格子叩き痕、内面に同心円当て具痕が残る。

土師器

碗 (149~153) 149 ・ 151は口縁部が直線的で端部が尖る。150は口縁端部が丸く収まり内黒処

理をする。152の口縁端部はゆる＜外反する。153は口縁部が内湾気味で、端部は尖り 気味に収

まる。

高杯 (154~158) 154は口縁部が大きく外反し、端部は丸く収まる。 口縁部と体部の境はゆる

く屈曲する。脚柱部は太く、裾部が大きく開く 。調整は杯部内面が横のヘラミガキ後黒色処理、

外面口縁部が横のヘラミガキ、杯底部外面にヘラケズリ、脚柱部が縦のヘラケズリである。155

は内湾する体部が屈曲して口縁部が直線的に外へ開く 。156は大きく開く杯底部に、棒状の脚部

が付く 。157は小型の高杯で、脚部は杯底部から外反して大きく開く。 158は太い脚柱部から裾

部が大きく開き、端部で短く外反する。

壺 (159・ 160) 159の口縁部は頸部より肥厚し、端部の外側を面取りする。 160は口緑部と頸部
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の境に大きな稜を持つ。端部は尖り気味に収まる。

甕 (161~ 171) 161 ~ 168は口縁部を含む破片である。161は口縁部外面中位に稜を持つ。 162~

166は頸部でゆる＜彎曲し、口縁部が外反して収まる。167は外反する口縁部の端部がさらに外

へ広がる。168は頸部がゆるく「く」の字に屈曲する。体部外面に縦のハケメがある。

169~171は底部破片である。169は狭い平底で外面中央が若干上がる。170は体部との境から

屈曲して底部が外側に広がる。171は大きく安定した平底である。

甑 (172) 172は把手である。甑のものとみられる。手捏ね成形である。

手捏ね土器 (173~175) いずれも平底で粗雑な成形である。

古代以降の遺物

須恵器

有台杯 (176・ 177) 底部破片である。高台はいずれも外側に開き、内端で設置する。底部外面

はヘラ切り後ナデ調整である。176の底部内面に墨痕が残る。 177は回転ヘラ切り痕を丁寧なロ

クロナデによって消す。高台は外へ開き内端接地である。

無台杯 (178・ 179) 178は口径13cm、179は口径14cm、底径llcm、器高3.4cmである。 179は底部

外面のヘラ切り痕をロクロナデにより丁寧に消される。

甕 (182~184) 182は肩部の破片で、外面に細かく密なカキメを施し、内面に同心円当て具痕

がある。 183・ 184は体部破片である。外面の叩き目はいずれも擬格子で、内面当具痕は183が同

心円 184が平行である。

土師器

無台碗 (180・ 181) 180は口径12cm前後となる。口縁端部がやや外反する。181は底径4.6cmを

測る。摩滅が激しいが、底部外面に回転糸切り痕が残る。

石製品

紡錘車 (186) 底径3.7cm、高さ1.2cmで、孔の直径は 7mmを測る。石材は滑石である。

砥石 (187) 長さ 8cmを測る。基部に直径 5mmの孔が貫通している。石材は凝灰岩である。
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5. m地区の調査
皿地区の遺構

S I 1 

Y2・3に位置し、西側は調査区外に続く。南北4.0m以上、東西2.8m以上を測る方形住居

の南東角が検出された。住居に伴う柱穴は見られない。確認面からの深さは約45cmである。北

側の明黄褐色層の堆租後に第 7層の炭庖が形成され、その後さらに埋没したと見られる。遺物

は炭恩より上恩から出士した。

畝状遺構

Y 4~12に東西に走る畝状の遺構が多く検出された。幅20~40cm、深さ20cm前後で、床面は

凹凸が多い。埋土は黒褐色の粘質土である。少量の遺物が出士するものもあるが、いずれも小

片であり、摩耗しているものが多い。

III地区出土遺物

S I 1 (188~239) 

須恵器

蓋杯 (188) 口径10.8cm、器高5.3を測る。立ち上がりは高く、端部内面に面を持つ。カエリは

短い。底部外面に箆起こし痕が残る。胎土は荒く礫を多く含み、焼成は還元軟質である。

高杯 (203) 脚部の小片である。方形の透かしを持つ。胎土は緻密で焼成は良好、暗青灰色を

呈する。

甕 (205) 口径19cmを測る。外面端部下端に稜を持つ。焼成はやや軟質である。

土師器

碗 (189~198) 192 ・ 194 ・ 196 ・ 197は内面に黒色処理を行う。口縁部形態は外反 (190・ 195 ・ 

197 ・ 198)、内湾 (191・ 192 ・ 196)、直線的 (189・ 193 ・ 194)に収まるものに分けられる。焼

成は良好のものが多い。

高杯 (199~202・ 204) 200 ・ 201は口縁部が外反し， 黒色処理をする。 202の脚部内面は斜位に

短いハケメを巡らせ，外面に縦のヘラミガキを行う。胎士に小礫，金雲母を多く含む。焼成は

良好で，堅緻である。

壷 (206~209) 206は内面口縁部下半から体部にかけてヘラミガキを行う。外面体部は縦のハ

ケメの後，横にヘラミガキを行う。 207と208は同一個体とみられる。口縁部の調整は摩滅によ

り不明である。体部外面は横のヘラミガキである。体部内面には粘土接合痕が顕著に残る。 209

は端部外面に面を持つ。

甕 (212~239) 体部の調整は外面に縦位のハケメ 、内面に横位のハケメを基本とする。口縁部

形態は頸部で「く」の字に屈曲するものと、緩く外反するものに分けられる。底部は239が丸底

の他は、いずれも平底である。
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石製品 (211) 住居床面直上から出土した。側面に擦痕がある。石材は安山岩である。

S P 1 (240) 

240は須恵器有台壺の底部である。ピット上面から出土した。底径9.8cmを測る。高台は内外

端部が尖り、内端で設置する。外面体部にロクロケズリを行う。底部中央に径2cmほどの孔が

開き、孔周辺の内底面が剥離している。

S P 2 (241) 

241は土師器甕である。口径19cmを測る。

S P 3 (242 ・ 243) 

242は高杯の口縁部である。内面に黒色処理を行う。243は甑の底部である。端部に面取りを

行う。

SP 4 (244) 

244は内面に黒色処理を施した高杯である。口縁部が大きく外反して開く。

SP 5 (245) 

器形の推定が困難であるが樽形の磋とみられる。体部に波状文を施し、閉塞部付近の内面に

絞り込んだ痕跡が残る。焼成は良好で、青灰色を呈する。

皿地区包含層出土の遺物

古墳時代の遺物

須恵器

蓋杯 (246・ 247) 246は口径10cmを測る。立ち上がりが高く、カエリは短い。口縁端部に面を

取る。247は体部下半が丸みを帯び、短いカエリが付く。

聴 (248) 胆の体部破片である。上部に波状文を施し、その下に沈線が巡る。焼成は良好で、

青灰色を呈する。

土師器

碗 (249~251) 249は口縁部が短く外反し、 240・ 251の口縁部は強いヨコナデによって薄くさ

れる。 251は黒色処理を行う。

高杯 (252) 裾における直径13cmを測る。内面に裾部と脚柱部の接合部が明瞭に残る。

甕 (253) 口径16cmを測る。口縁部は緩く外反し、体部外面に縦のハケメ 、内面に横のハケメ

を行う。
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古代以降の遺物

須恵器

有台杯 (254) 底径7cmを測る。外端接地の短い高台が付く。

無台杯 (255~258) 255 ・ 256は口縁部の破片である。 255の内面に一条の沈線が巡る。257・ 258 

は底部破片で、回転ヘラ切り後ロクロナデが施される。

長頸瓶 (259) 頸基部である。外面に薄く自然釉がかかる。

壺 (260~262) いずれも底部破片である。 261の外底面に指頭圧痕が巡る。

甕 (263~266) 甕の体部破片である。 263は外面擬格子叩き痕、内面並行当て具痕が残る。 264

は外面擬格子叩き痕、内面同心円及び並行当て具痕が残る。 265は外面並行叩き痕、内面同心円

当て具痕が残り、 266は外面擬格子叩き後カキメを施し、内面に同心円当て具痕が残る。

珠洲焼き

摺鉢 (267) 口縁部の破片である。端部の面は並行で、幅2mmの卸目が施される。
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ま と め
畠田遺跡について

畠田迫跡は新潟県の中央よりやや南西の刈羽郡西山町大字北野字畠田に所在する。遺跡は曾

地丘陵の構造線から西へのびる支尾根の裾、曾地丘陵から別山川に合流する妙法寺）Iiの北岸に

位置し、現況は水田で標高は約19mである。遺跡は県営担い手育成基盤整備事業に伴い、平成

10年 3月に行われた分布調査によって存在が予測され、同年4月の確認調査で発見された。発

掘調査は平成10年5月より行った。発掘調査の範囲は用排水路及び用排水機場予定地の約2,lOOrrf 

である。発掘調査の結果、古墳時代 ・古代 ・中世の遺物 ・遺樅が検出された。遺跡の主体をな

すのは古墳時代の集落跡で、当期の須恵器がまとまって出土したことが注目できる。

古墳時代

古墳時代の遺構には竪穴住居4棟のほか、溝 ・士坑 ．柱穴などがある。竪穴住居のほぽ全形

を確認しえたものは I地区SI 1の1棟で、この住居に鼈は見られない。住居の平面形態はい

ずれも方形と見られる。いずれの住居も貼床は見られず、住居に伴う柱穴なども確認できなかっ

た。当期の造物では土師器 ・須恵器 ・石製品が出士している。

土師器では碗 ・高杯 ・器台 ・壷・甕 ・甑が確認できる。碗 ・面杯では約30％に黒色処理が行

われる。碗は口縁部が外反するものと素直に収まるものに分けられるが、黒色処理の有無に差

違は伺えない。士師器甕は平底で、体部が大きくふくらみ外面にハケメを行うものが多く、細

身のものは少ない。柏崎平野周辺における古墳時代士器の変遷は品田高志氏がまとめられてい

るが、そこでは中期後半に黒色処理を行わない碗の出現から、食膳具への黒色処理の浸透、甕

の長胴化への変化が指摘される。畠田遺跡出土の土師器は食膳具の黒色処理の比率が低く、甕

の体部が丸味を帯びることから中期末頃から後期前半頃のものと考える。

畠田遺跡で注目されるのは古墳時代の須恵器で、蓋 ．杯 ・高杯 ・聡 ・甕が16個体以上確認で

きる。蓋は口縁端部が長く直立気味に下り、端部に面取りを行う。 34・ 35は同一個体であるが

天井部と口縁部の境の稜が鋭く、天井部の内外面にはカキメを巡らす。また口縁部の面の両端

も尖り気味である。これはTK47型式までの特徴とみられる。 142の蓋は稜がややにぶくなり、

ロ縁端部の面も丸味を帯び、 34・ 35より新しい様相が伺える。杯身は蓋受け部がやや長いもの

(143 ・ 188 ・ 246)と短いもの (36)があり、前者の口縁端部には面をとるものが見られる。い

ずれも、口縁部の立ち上がりはほぼ直立してのびる。188の底部外面はロクロケズリが念入りに

行われる。これらはTK47型式～MT15型式に収まるとみられる。 I地区出土の高杯は杯部が

大きく、口縁部外面に鋭い二段の稜と波状文 ・沈線が巡り、脚部は三方の方形透かしを持つ。

TK47型式に近いものと考える。聡は4点確認しているがいずれも器形全体を伺えるものでは

ない。 245は樽形聴としたが、樽形聴はTK208型式以前に見られるもので、他の須恵器より古

い型式とみられる。古墳時代の須恵器生産窯は県内では確認されておらず、他地域からの搬入
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品と考えられる。県内で同時代の須恵器の出度品はそれほど多くはなく 、包含層からの出士と

はいえ量的に多いものと考える。樽形磋を除いた須恵器の年代は5世紀末頃から 6世紀前半と

考えられる。

古代

古代の遺構には柱穴 ・溝 ・畝状遺構 ・土坑などがある。調査区が狭いため、建物跡と捉えら

れるような柱穴の並びは確認できなかった。出土遺物には須恵器杯 ・蓋 ・甕、土師器甕、土錘

などがある。その多くは9世紀代のものとみられる。墨密土器が一点出土したが、小片のため

判読はできなかった。

中世

中世のものと捉えられる明確な遺構は確認できなかった。出土造物は珠洲焼きの播鉢 ・甕の

他、陶磁器の小片が包含層から出土したのみである。

まとめ

平成11年度に町教育委員会が発掘調査を行った宮ノ前遺跡は北陸自動車道をはさんで畠田遣

跡と隣接している。現在整理中ではあるが、遺跡からは古墳時代 ・古代 ・中世の遺構 ・遺物が

検出されており、もとは同一の集落であったと考えられる。遺構 ・遺物の分布状況から、各時

代の集落の中心は古墳時代が畠田迪跡、古代 ・中世は宮ノ前遺跡にあると考えられる。
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畠田遺跡出土遺物観察表

&'o 地1£. 遺構 種類 器蒲 111活 底径 船莉 -F法 胎 I:: 焼成 色調 傾ー名

I I地区 Sil 上師器 碗 13 0 内一ヘフミ 11キ ・11＼色 良 浅貨橙

2 I地 区 Sil J.:師器 壺 8,1 1'1·針 • 9.t i:K 良 掲色

3 I地1文 Sil 上師器 壺 12.0 内外ーヘラミガキ 端部面取り． l!!I線 裳fft 良 浅投橙
4 I地区 SIi 且繹 現 II 8 抒 1登
5 I地区 Sil 土師器 甕 16 0 外ーハケメ fi・ g t 廿 にぶいツua
6 I地区 Sll J.:~li器 棧 19 0 良 浅鉛澄

7 地 区 Sil l:lili器 提 20 0 怜 澄

8 地 区 Sil Uli器 伐 20.0 将 浅bHo.， 地 区 Sll 上l'lli器 況 i.O 外ーケズリ 内一ヘラナ7― 什針 • IIヽ茂 杵 にぷい債橙

JO 地 仄 SIi J:fl!i僻 滉 2.U 礫 杵 洩紺悦

II 地 区 Sil ヒ師器 梵 7.0 外ーハケメ 抒 浅黄悦

12 地 区 Sil ィi 砥布

13 地 区 Sil 石 砥石

1 4 地 区 SPl 上師器 甕 杵 橙
15 地 区 SDl 上師悩 甕 16.0 良 浅貨橙

16 地 区 SOI 上師沿 甕 16.0 許 浅貨阻

17 地区 S02 l；師僻 碗 1:1.0 良 浅黄1:1
18 地 区 SD2 」:illi岱 悩台 良 浅貨橙

19 地区 SD2 J：師器 ぶtI; 18.0 if 浅貨橙

20 地区 SKI 1:師器 廃 19.0 良 ri 
21 地区 SK2 須恵器 必 16.0 外ーrii部ロク Uケズリ 心硬 灰
22 地lメ． SK2 須恵船 ．＂七杯 8,0 外一底回転糸切り ．外粒ケズリ 還硬 灰1'1
氾 地区 SK2 須恵器 無台tf 11.0 酸硬 灰白
訓 地 区 SK2 須恵器 照台杯 11.0 還硬 灰（やや/.¥I)
お 地lえ SK2 須恵器 熙台tr- 8 0 外一底ヘラ切りナデ 還硬 灰 fi
祁 1地仄 SK2 l:師器 杯4:（ 什針 良 浅餃橙
切 1地区 SK2 J.:師器 鉢 13.0 外—nハケメ 良 浅黄橙

28 I地 区 SK2 J.:師器 甕 18.0 抒 浅貨恨

29 I Jl!!Iえ SK2 上師器 視 19.0 良 にぶいIllia
30 I 地I•. SK2 上師器 央 22 0 良 にぷい拭橙
31 I地 区 SK2 -L:師器 甕 公）0 外ーカキメ 礫 良 浅貨橙

32 I地IK SK2 -l:製品 上錘 礫 良 貨臣
33 I地 区 SK3 須恵器 撫台tぷ 9.0 外一底ヘフ切りナデ 還硬 仄

3,1 I地 区 包含附 須恵器 tr遥t
外 •UlIlliロクロケスリ ・ カキメ l"l.,即

還硬 灰
カキメ

お 地 区 包含肘 須恵器 杯滋 12.0 外一頂部カキメ 匹硬 灰 糾と I•，J ．州体

36 地 区 包含附 上師器 ¥itr; 還硬 灰

37 地 区 包含附 」；師沿 oo 12.0 l 0 4, 7 軟質 桟橙

:JS 地 区 包含恥 J：師器 碗 13.0 内ーミガキ ・11l色外ーミガキ 1't針 良 浅貨橙

39 地 区 包含約 」：閏i僻 碗 1 •I. o 内ーミガキ ・黒色外ーミガキ 4'i'8 f 良 浅黄12
•10 地 区 包含府 !：師器 碗 J.1.0 内ーミガキ ・！．t¥色外ーミガキ 件針 ．甜lit 良 浅貨澄

•1 1 地区 包含附 七師器 碗 6 0 内ーミガキ ・！．l.!色外ーミガキ 小礫 良 浅黄橙
,12 地 区 包含府 l：但i甜 碗 16.0 内一ミガキ ・1.[I色 tt 浅貨橙

43 地 区 包含附 l：師沿 碗 17.0 冥屈 良 浅黄澄
,1.1 地 区 包含附 上師器 ぶtf; 20.0 沢阻 軟質 にぶい位

45 地 区 a含荊 上師器 品ff; 礫 良 浅凶氾

16 地 度 包含崩 l：師器 孫杯 1'け針 良 浅黄橙
,17 地 区 包含肘 上師器 1ぶ杯 沢f姐 抒 浅凶但

18 地 区 包含肘 l：師骰 店tt 内ーミガキ？ 良 浅投澄

・l9 地1.< 包含肘 -1::師器 府杯 良 汽黄恨

50 地 区 包含府 士師悩 高杯 i'I 橙

51 I地1£ 包含面 1：師骰 ,nirr; 1 ,巳9, にぶい19
52 I地 区 包含府 J：師器 器台 外ー脚ミガキ 良 浅黄橙

53 I地区 包含刷 」：師盛 店rr; 外一駒ミガキ 内一脚Iヽケメ 良 恨

54 1地区 包含hi l：師悩 糾 10.5 3.:! l0.6 唸ti 良 浅黄悦 外1liiF半に強く煤

55 I 地r•: 包含杓 J：師器 §K 7.0 仔 沢褐

祁 1地J,i; 包含柑 J:師器 甕 13.0 杓 浅災悦
57 I地区 包含柑 l：師器 予相；I：船 3.0 2.5 2.G 良 洩黄位
58 I JI!!区 包含射 」こ師器 一日',]J：器 、n・n 仔 渇灰

59 I地 区 包含附 」直麻：1 f.捏.I:~、{ 仔 i射貨橙
60 I地 区 包含屈 J：師船 T-捏J.:器 粍 杵 浅奴椛
61 I地 区 包含柑 」：師臨 r，化」：器 3.0 良 浅故阻

62 I地区 包含ド j：師挫 甕 1ヽI0 外ーハケメ ff 浅/Ii.Iせ 外面体笥沖位煤強い
い 1地区 包含削 上師堺 甕 16 0 良 にぶい桟貨阻

6'1 I地区 包含柏 」；師器 甕 17 0 11・針 ．tき 杵 lff 
65 I地区 包含培 t師器 甕 17 0 外ーケズリ 内ーハケメ 礎 惰 浅貨la
66 l ll!!ri< 包含困 七師器 甕 18 0 良 ：こぶし、ta
67 I地区 包含柑 :l．．．師器 甕 19 0 惰 橙

68 I地1A 包含培 Iヽ．師器 甕 20 0 毀紺 件 浅貨椛

69 I地区 包含柑 上師器 甕 20.l) 外ーケズリ 良 浅黄橙

70 111!!1,( 包含厄l I：師器 甕 外ーハケメ 礫 良 凶橙

71 I Jl!!I•. 包含l.'i I：師俗 甕 15.0 惰 にぶいt.a
72 I地 区 包含l('j 1：師悩 甕 IS.O 裳屈 良 浅貨橙

73 I地r,( a含柑 l：師沿 甕 17.0 外ーハケメ tヤ ：こぶい貨1芯
74 I地Iく 包含f,vj t削i北{ 甕 18.0 良 浅貨阻
75 I Jl!!R 包含Ki I：師器 兒 20.0 廿 にぶい橙
76 I JI!!区 包合削 l:r1li悩 甕 19,0 仔 浅貨橙

77 I地 仄 包含~i j：師器 甕 24. o 外ーハケメ 仔 浅貨橙

78 I地l9. 包含削 上師船 甕 l•I.O 内一 ヘ ラ ナ デ 外ーハケメ 良 浅貨阻
79 I地 区 包含削 J：師器 甕 1. 2 1't針 ．殊 良 /1i1a褐
SO I地 区 包含M J：師沿 夷 6.0 礫 ti,・ にぶい悦

81 I地 区 包含糾 J.:師岱 甕 5.2 普 洩貨ほ
82 I地 区 a含k1 l：師盛 甕 3.6 外内一ハケメ 良 距且 外iru煤強い
83 I地r(- a含杞i_I:師器 甕 5.2 将 にぶい凶橙
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池 地区 逍構 f≪Ui 岱種 n径 底径 甜店 下法 胎 Iこ 統成 色潤 9岱捻
s,1 I地区 包含ki l：師器 曳 6. 4 11潅f 良 にぶい拭橙
85 I地区 包含附 i:I涵器 炎 6.6 外内・ハケメ 裳屈 ．1↑針 f} にぶい姐位
86 I地区 af利附 ；；｛恵樅 tt 1 4、1 外・頂部ヘフり）リナデ 遠綬 ,'t灰
87 I地区 包含hi 須恵骰 稜碗 11 0 還硬 灰
S8 I地区 包含肘 須恵器 （l・台杯 13.0 還硬 .it灰
89 I地肛 包含柑 須恵盛 イi台ti; 13.0 10.0 3 9 外一底へ7切り 辺硬 l’f灰
90 I地区 包含眉 須恵器 fi台杯 8 0 外一底糸切り 還歓 灰fl 外底面lfl~Hi り
91 I地区 包含柑 須恵船 •(i台杯 9 0 外一底ヘラ切り 屈色吹III 還硬 ,'I灰
92 I地区 包含屈 須恵器 無台杯 12.0 還戟 灰1'1
93 I地区 包含杓 須恵器 熊台fr; 12.0 還軟 灰l•I

9•1 I地！文 包含培 須恵器 熊台杯 12.0 還硬 りJ,’f灰
95 I地院 包含削 分（恵器 慧台杯 13 0 濡軟 灰I久1
96 I地区 包含刷 須恵器 慧台tI; 13 0 10.'1 3.2 外一庇ヘフ切りナデ 還軟 灰「l
97 I地区 包含層 須恵器 懲台t{ 1:1 0 9. 4 3.0 什針 還綬 灰白
98 I地区 包含附 上師器 碗 II 0 良 にぶい橙
99 I地区 包含陪 上閾僻 碗 12 0 外一底糸切り 良 にぶいほ
100 1地区 包含的 ±llli船 糾 12.0 5. 4 3.8 礫 良 浅黄悛
IOl 1地区 包含層 七師器 碗 13 0 良 にぶい111.
102 llt!JIざ 包含層 土師器 嵌！ l3 0 良 浅歯橙
103 1地区 包含屈 上師醤 碗 15.0 良 にぶい黄橙
104 1地区 包含懃 土師盟 碗 5. 4 外一底糸り）り 栞阻 良 浅黄橙
105 1地ll<'. 包含屈 須忠器 jそ頸瓶 外一沈線2条 遠硬 灰
106 1地に 包含屈 須恵器 壺 12.0 外ーケズリ 礫 還硬 灰
l07 1地lを 包含函 土師器 甕 27.0 盆kt 良 浅椛
108 1地区 包含囮 須恵器 甕 外一擬格和111・カキメ 内一伺心1'1当R 還硬 灰1'1
109 1地区 包含陥 各（恵器 甕 外一＇＂行 11JI・カキノ 1’1-F•1心FJ'‘i具 還綬 灰
110 ［地Iを 包含柏 昧州 甕 外一平行IIJI ；；；硬 ,'I灰
111 II J也Iざ Sil 上師器 邸杯 15.0 廿針 杵 澄
112 ＂地区 Sil 上師器 高杯 16 0 巽I:} 良 にぶい切．
113 II地区 Sil .1:師器 高杯 19 0 什針 軟灯 切．
11,1 u地区 Sil 士師岱 裔杯 雰Iむ 良 浅黄橙
115 II地区 Sil 土師岱j 高杯 普 橙
116 II地区 Sil l：師岱 麻杯 煤得 • 1↑針 普 にぶい1登
117 II地1£ Sil J:llli器 ぶ杯 怜 浅貨ほ
118 1111!!1£ Sil 」：師器 麻杯 7.6 杓 にぶVヽ用
119 lllt!!li!: Slj ja．師沿 麻杯 竹名I・ 軟行 にぷい1登
120 II地I!. Sil l:師器 麻杯 惰 澄
121 II地Ii!: Sil 」：師岱 d引杯 1,1 0 将 浅災切．
122 II地区 Sil i：師岱 §i 18.0 ・ltf.t 仔 拭橙
123 0地区 Sil 上師岱 甕 18.0 杵 桟貨椛
1 2 4 1111!!区 Sil 上師器 棧 19.0 tt針 • 長・(1 杵 にぷい悦
125 II地区 Sll 上師器 伐 19 0 許 践依臣
126 II地区 Sl2 J.:師器 I{tf: 内一！l＼色 1'i•針 粋 ほ
127 u地区 SJ2 J:師器 棧 l9.0 外ーハケメ 惰 にぶい橙
128 II地区 SKI t師器 ↓: 21.0 内ーハケメ 良 浅黄橙
129 II地区 SKI l：師器 壺 1 4. 5 外ーハケメ 軟質 浪黄橙
l30 II地区 SKl l:師器 椛 20.0 外ーハケメ 裳tt 仔 浅黄ta
131 0地区 SKI 」瀾i器 央 18.0 怜 にぶい貨切．
132 II地区 SKI J：閾器 甕 19,0 f↓ 浅黄ほ
13:l II地区 SKI J:l¥ii器 甕 I 6 礫 良 にぶい阻
131 II地区 SPI 上師硲 過 l7. o 良 浅放橙
135 II地区 SI屯 土師器 ぶ杯 ・i'tff 杵 橙
1祁 II地区 SUI 」；師器 碗 lヽ1.0 6.2 外一底ケズリ 1↑針 良 浅貨粒
137 u地区 SDI 」．師醤 碗 1'1.0 1/.iーミガキ ・:.,,＼色外ーミガキ 1↑針 良 浅黄橙

138 II地11= SDI 」：師器 ぶitf: 14.6 
9勺ーミガキ ・/.'.¥色 外ー11ミガキ ・体底ケ

楼 ・巽 艮 位褐色 !li色処理ズ1l.91nミガキ

139 II地区 Sl)1 土師器 沿iti; IG.O 内ーミガキ• !,I,＼色外ーミガキ fl•9ト 良 にぷい貨橙
1,10 n地1.( SDI 土師器 哭 外ーハケメ 酋 にぷい椛
1,11 U地区 包含層 須忠器 麻tf 外ーケズリ 沈線 ・波状文 還硬 ,'，＇1.IA 
1・12 II地区 包含ki 須恵器 ＂遠i 12.0 還硬 灰
1,13 lllt!!It 包含析 須恵器 益杯 10 ~ 閃 還硬 胄灰
M I U地1ざ 包含紛 須恵器 科杯 21.0 外ー波状文・沈僚 翔 還硬
1 •15 II地1,: 包含州 l：師船 jl'/jff 内一底il:r．げナデ 税 還綬
1 1 6 II地I[ 包含析 須忠器 莉{{ 10 0 }JJI,透かし 還硬 9約’f灰
1,1; a地I!. 包含M 須恵器 也 外ー波状文 ・沈線 還硬 灰
148 II地区 包含枡 須恵悩 覧 外ー格 {-UIl l勺ーI91心！．，町具 I.1色礫 遠硬 ft灰
149 II地区 包含hi .tMi器 勧 12.0 良 にぶり3
ISO II地1,: 包含附 J揖i器 腕 11.0 内一息色 良 桟披位
151 II地区 包含祈 上師齢 碗 1.3.0 軟質 橙
152 II地区 包含培 J.:師器 硲j 15.0 1't針 良 橙
153 ［［地区 包含附 J；師器 碗 17.0 軟質 橙

15<1 II地区 包含附 J:師器 祁杯 15.2 9.8 
I’1ーミガキ ・県色 外ーIIミガキ ・底ケス

良 貨橙 ！，{＼色処理
リ・脚ミ 1／キ

155 u地区 包含祈 上師器 ，f社f, 1:1.0 11・針 良 i8 
156 u地区 包含Kサ 上師器 品杯 fI• S t 軟灯 rg 
157 D地区 包含Kサ 土師器 必杯 惰 橙
I捻 ll地区 包含駁 土師器 秘杯 普 橙
159 り地区 包含屈 tlltl路 # 閃 良 浅贄橙
16(1 u地IX. a含刷 」：師盟 ,!i 20.0 礫 良 橙
161 U地1-.( U含M 1；師器 甕 1,1.0 斑 l'f 澄
162 II地区 包含り 嘩 器 甕 15.0 、l't針 ．礫 ♦よ買 灰貨渇
16J 0地I{ 包含Ki 1：師器 甕 15.0 良 にぶい貨1登
16-1 II地区 包含ki i:糾j『J 甕 16.0 外ーハケメ i’↓ 浅奴位
165 II地k 包含/fj 上師器 発 18.0 R 伐yug
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泣 地 区 迅構 樟釘 器稽 n径 底径 器高 手法 胎＿I: 焼成 色担I 悩存

166 II地 区 包含k1 J：師器 甕 21.0 柑 浅必tt
167 II地1文 包含陪 土師器 甕 21.0 軟質 浅貨橙

168 u地 区 包含駈 j；師器 甕 21.o 外ーハケメ 且 橙

IG9 ll地 区 包含対 i：師器 甕 7A 外ーケズリ？ ,ti・針 怜 浅Iii.Ill
170 11地 区 包含紺 土師器 甕 6.0 普 椛

17l u地 区 包含屈 上師器 甕 7.0 良 浅凶位

172 II地 区 包含柑 上師器 箭 手捏ね 礫 舒 にぶいぽ

173 u地 区 包含析 上師器 手捏上器 3.0 3.o 2. 4 献質 浅yHIJl
174 u地 区 包含屈 」；師器 t捏l:器 3 4 2.8 2.9 歓竹 にぷい協

175 l1地 区 包含射 上師侶 T'捏 L器 Iヽ0 3.0 3.2 良好 澄

1 76 U地 区 包含凶 須恵岱 -ti古tf; 8.6 外ーヘフ切り 還軟 灰U 内底面に限fi{
l7i U地 区 包含柑 須恵船 ff台杯 14.0 外ーヘラ切り後 Clクロナデ 苑 還綬 灰
178 ll地 但 包含柑 須恵器 無台tr: 13.0 還硬 灰

179 ll地 区 包含培 須恵器 熙台中r; I4.0 11.0 3.•l 外ーヘラ切り後ロクロ十デ 還硬 灰n
ISO II地 区 包含柑 J：師牲 碗 12.0 竹3t 良 にぶい貨橙

ISi II地 区 包含層 J'.．師器 碗 ・J.6 外一糸切り -tt針 甘( 浅投橙

182 11地 区 包含駁 須恵器 央 外ーカキメ 内一l'il心I’l‘'i具 還硬 灰
183 ll地 区 包含恥 須恵沿 甕 外一擬rが9•OII 内一ì，1心1リ当J・↓ 還硬

184 u lt!!rt. 包含柑 須恵器 規 外一擬格(』[III内一平行当具 荘硬

185 ll地 区 包含射 須恵器 甕 26.0 酸硬 赤褐

186 11地区 包含柑 石製品 紡錘車 滑石

187 ll地 区 包含泌 石製品 紙石 凝灰岩
188 Ill地 区 Sil 須恵器 悩杯 10.8 5.3 外一底ケズリ（へ7起こし） 還硬

189 Ill地 区 Sil J"．師器 碗 13.0 内ー／l＼色 竹針 仔 にぶい橙

190 Ill地 区 Sil 上師器 碗 13 0 内ーミガキ 什針 ．岱 良 浅黄橙

191 Ill地 区 Sil 上師船 碗 1,1 0 内ーミガキ黙色 杵 浅貿橙

192 UI地 区 Sil 土師熙 碗 12.0 内ーミガキ！，I，1色 竹 浅黄橙

193 UI地 区 Sil 土師器 碗 1,1 0 外ーミガキ 良 ：こぶい也

19,1 UJ地E Sil 士師器 碗 15.0 内ーミ 1／キ ．1.I.¥色 外 ―nミガキ 良 浅貿橙

195 m地 区 Sil 上師悩 碗 13.0 ft針 粋 浅黄Ill
196 Ill地 区 Sil 上師器 碗 12 0 内ーミ1Jキ烈色外ーミガキ 良 浅貨橙

197 Ill地 区 SJI 土師器 碗 12.0 内ーミガキ！,I.I色 外 ーnミガキ 11・針 良 浅黄橙

198 Ill地 区 Sil 上師器 碗 15.0 ft針 軟竹 位

199 川地区 Sil 土師器 森杯 17 0 内ー ミガキ 外ーミガキ ft針 良 浅黄橙

200 Ill地 区 Sil 土師器 屈杯 16 0 内ー ミifキ ・摂色 竹針 良 浅黄橙

201 Ill地 区 Sil 土師器 称杯 17 0 rl-iー1,Iし色 fi にぶいIll
202 ’"地区 Sil 土師器 r針tf 14.5 内一脚ハケメ 外一脚ミガキ 際 良 浅娯橙

203 Ill地 区 Sil 須恵器 沿i杯 }j形送かし 還硬 si’tB 
204 Ill地 区 Sil 土師器 莉杯 12 0 軟竹 il1. 
205 Ill地 区 Sil 須恵器 む 19.0 対硬

206 Ill地 区 Sil 土師器 壺 13.0 内ーミ-JIキ外ーハケメ ,19A 鼠 俊

207 DI地 区 Sil -1:．師器 盛 9.0 ,i1•多f if 橙

208 U1地 区 Sil 七師閤 壺 外ーミガキ fj・針 良 橙

209 JI)地 区 Sil 土師器 噺 16.0 内一ヘフナデ外ーケズリ 抒 浅黄臣

210 In地 区 Sil 土師器 手捏土器 許 浅橙

21 I Ill地区 Sil 石製品 砥石 安山；，｝・側面に椋痕

212 Ill地区 Sil 土師器 甕 13.0 5.0 23.1 内一ヘラ十デ外ーハケメ 良 浅黄I(!
213 Ill地区 Sil 土師器 甕 15.0 6.o 22.9 外ーハケメ 竹針 良 復 外ffが,,位から下に煤

2 14 Ill地区 Sil 七師器 甕 14.0 外ーハケメ fl・針 tト 桟黄澄

215 ll1地区 Sil +•OO器 甕 17.0 内ーハケメ 外ーハケメ 11・針 軟竹 浅黄l:t 外面下半表面渕洛＇

2l6 Ill地区 Sil ・I:師岱 甕 23.0 7.0 29.7 内一ヘラナデ ・ハケメ 外ーハケメ 良 浅黄橙

217 w地区 Sil 士師牲 甕 30.0 外ーハケノ ,n・針 ．礫 良 浅貨閉

218 Ill地区 Sil t．師船 甕 1ヽ1.0 外ーハケメ 杵 にぷい貨Ia nt沼部に煤

219 Ill地区 Sil 1：師沿 鉢 15.0 甘・針 抒 恨

220 m地区 SIi 上師僻 甕 15.0 内ーヘフナデ外ーハケメ ti'針 ・雲RK I’↓ にぶい橙

221 Ill地区 Sil 上師器 甕 15.0 普 浅黄橙

222 nlJI!!l文 Sil 上師器 甕 15.0 内一ハケメ 外ーハケメ 震屈 良 浅貨橙

22.3 Ill地区 SIi 土師器 甕 16.0 外ーハケメ 良 浅黄橙

224 Ill地 区 SIi 土師器 甕 16.0 将 橙

225 Ill地 区 SII 土師器 甕 17.0 舒 橙

226 m地 区 Sil 土師器 現 16.0 内一ヘラナデ外ーハケメ 什91>・栞阻 良 桟黄橙

227 mJ也仄 SIi 土師器 甕 20 0 抒 浅貨橙

228 m地区 SIi 上師器 甕 16 0 良 浅黄橙

229 lil地区 Sil 土師器 甕 20.0 外ーハケメ fl・ff 惰 貨橙

230 Ill地1文 Sil 上師器 賛 23.0 内ーハケメ 外ーハケメ 良 にぶいta
ね1旧地区 SIi 土師器 甕 21 0 内ーハケメ 外ーハケメ 良 浅黄Ig
232 III地 区 SIi 七師岱 甕 4.0 閃 軟質 ほ～浅黄ほ

23.1 III地l沢． Sll 1：師器 甕 5.0 内ーハケメ 外ーハケノ fj•各ト 杵 1 3. 
234 111地区 SIi etilli器 甕 6.0 1ヤ 浅貨橙

2、'l5 III地区 SIi ・ヒ師器 甕 6.0 内ーハケメ 将 浅黄阻

236 Ill地Iざ Sil t問i器 甕 内ーハケメ 礫 杵 1こぷい貨澄

237 U地 区 Sil J：師骰 見 i.0 内一9ヽ ケメ 外ーハケメ ,n・針 件 にぶいja
238 UIJ巳区 SIi 1:師僻 槻 8.0 内ーハケメ 外ーハケメ 良 浅貨橙

239 UI地 区 Sil l：師器 硯 4.6 外ーハケメ 付針 ・祖 杵 桟黄橙

2,10 Ill地 区 SPl 須恵器 壺 11.,1 還硬 灰 底部はぽ中央に穿礼

別1m地 区 SP2 l:師器 兒 19 0 杓• にぶヽ橙

切2 川地区 Sr3 J湘i岱 科杯 15 0 内ーミ 1Jキ ・！II色 杵 浅貨I!!
243 Ill地 区 SP3 l:師堺 甑 11.0 秤 浅貨9g
244 Ill地区 SP4 上師器 }•M杯 17.0 内ーミガキ ・黒色 良 浅拭阻

2,15 rn地 区 SP5 須忠器 情形屁 内ーシポリ 外ー波状文 1,・1色礫 還硬 l'r灰
2'16 Ill地区 包含削 須恵器 益tf 10 0 「1色疫 還硬 i’1灰
247 m地 区 包含柑 須恵器 益tィ； 外一底ケズ リ？ 還硬 灰

248 m地 区 包含附 如（器 践 外一沈線 ・波状文 1,It色吹出 還硬 灰r,
249 n1地 区 包含灼 J.:師器 碗 長石 仔 橙
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池 地区 沿1/II 蘭fjj 化粁帷 111そ 底径 謀祁 T法 胎」： 焼成 色調 （碍苫

250 Ill地区 包含ki 1：師器 碗 11.0 内ーミ 11キ ・黒色 外一体ケズリ 11-$1・ 良 にぶい貨悦

2SI Ill地区 包含杓 上師器 碗 13.0 内ーミガキ ・！.!¥色 t1・針 抒 浅貨橙

252 II（地区 包含柑 K師器 t甘,; 外ー脚ミガキ 良 浅黄悦

253 Ill地区 包含柑 」沿靱8 梵 ]6.0 内ーハケメ 外ーハケメ 良 橙 IIH部内面jに以9ヒ物
25,1 Ill地区 包含肋 須恵器 布台杯 7.0 外一底ヘラ切りナデ 遠硬 灰

255 Ill地区 包含面 須恵器 無台杯 11.0 遠硬 灰

256 Ill地Iを 包含泌 須恵硲 熙台tr. l l. o 還硬 灰

安57Ill地区 包含柑 多（恵器 無台tr- 8.0 外一底ヘラ切りナデ 還硬 {f灰
258 Ill地区 包含崩 須息愧'i 熊台ti; 8. 4 外一底ヘラl;IJ'）ナデ 四硬 仄

259 IU地代 包含柁i須恵器 艮fli/ili 外―H然紬 還硬 灰

260 Ill地Iズ 包含竹 須恵僻 並 10.6 還硬 灰白

261 IUJ色Iを 包含恥 須恵器 壺 10.5 還硬 191i’t灰 底部外面に墨痕

262 ID地区 包含吊 須恵．岱 壺 IJ.O 黒色吹IlI 還硬 灰

263 m地rざ 包含而 須恵器 甕 外ー格子•IIII 内一19行当共 遠綬

26,1 m地Iを 包含柏 須恵沿 甕 外一擬格1_UII I/1-M心Pl後平行当具 還践

265 Ill地Ii( 包含培 須恵器 甕 外一平行llf/き 1勺— luIL-I’1当具 還硬 仄

266 Ill地だ 包含刷 須恵骰 甕 外一擬格ィ-0fJき 内一lu1心Pl当具 遠践

267 m地lil'. 包含吊 珠洲 描鉢 祁 ，0 内一釘IU fn:t 還硬 暗が仄
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I地区遺構全体図
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図版21地区遺構図
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I地区遺物実測図
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I地区遺物実測図
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I地区遺物実測図
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I地区遺物実測図 図版6
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図版7
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II地区遺構全体図(1)
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Il地区遺構全体図(2) 図版8
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II地区遺構図 図版9
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II地区遺物実測図 図版10
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皿地区遺構全体図(1)
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皿地区遺構全体図(2)
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